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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 8

□４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 3 10
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 6 11
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 8 12

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号： 9

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（24％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（50％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：  

開発体制 番号：

開発会社 ㈱フジタ 販売会社 協会名

会社名： 住所：東京都渋谷区千駄ヶ谷4-25-2

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：東京都渋谷区千駄ヶ谷4-25-2

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

㈱フジタ、㈱高環境エン
ジニアリング他

  FTマッドキラーは、静岡県等の製紙工場で発生するﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｯｼﾞ灰（産廃）を基材とし
て製造した無機多孔質の吸水系改良材である。有効利用を図れない軟弱な「発生土」を
「養生時間無しに瞬時に改良することが可能」で、またその改良土の多くは中性域（2週
間程度以内）となるため魚類・植生への影響も少ない。従来のセメント・石灰系固化材
は、強度発現までの養生期間が必要で、改良土は強アルカリになるため利用先が限定さ
れてきた。本工法による改良土は、通常の盛土材をはじめ、水域環境での利用、吸水に
よる瞬時改良の利点からシールド工法の連続的な排泥処理、ゴミ・伐根などの混合土の
分別の前処理、臭気抑制を目的とした施工にも適用可能であり、漁港航路浚渫泥土への
実績も増えている。なお、FTマッドキラー工法は対象土量、施工条件によって専用ミキ
サーまたはバックホウなどと施工機械を使い分ける。新型タイプは、改良効果を改善
（必要配合量を１０％以上削減）

修養団ＳＹＤビル

建設本部　ﾏｯﾄﾞｷﾗｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ室 03-3796-2304

望月美登志

㈱フジタ

1999年度

■1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

無機吸水系泥土処理工法 開発年

1,3

1-1-2.共通工／共通工

問合せ先

㈱フジタ 修養団ＳＹＤビル

建設本部　ﾏｯﾄﾞｷﾗｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ室

03-3796-2285

望月美登志
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新技術概要説明資料（１／５）

名称 FTマッドキラー工法
収受受付年月日 平成22年5月25日

変更受付年月日

登録No. 1346

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) ■2(3)共同研究(民学)

CB-010011-V 試行技術

活用の効果

石灰系固化材による改良工
24%
50%

2

評価（事前・事後）

分類

登録番号

区分

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 平成13年7月4日



FTマッドキラー工法 登録No. 1346

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

改良後すぐに搬出する改良工の積算
国交省土木工事積算基準準拠

建設発生土利用技術マニュアル（独立行政法人土木研究所編著）：建設発生土の土質区分基
準　第1～４種建設発生土－コーン指数による判定

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
①吸水効果による「物理的改良」であるため、固化系改良材と比べて添加量が多くなることがある（新型は１０％以上改
善）。
②かさ比重が約0.6と軽く、特にバックホウ混合の場合には投入、混合時に粉塵が発生する。

（長　所）
①養生時間無しに「瞬時」に目標強度を得られる。ただし、養生時間を取れる場合には配合量を減じることができる。
②処理土の多くは中性域（２週間程度）となるため、魚類・植物への影響が少ない（植生基盤、水域環境浄化等にも活
用）。
③粘性土、砂質土、腐植土等すべての土質に対応可能である。
③「無機系」であり長期的に安定している。
④再度ほぐしても強度変化がないため、仮置きや転用が可能である。
⑤吸水による改良であるため混合性が良く、対象土量、施工条件によってバックホウ、専用ミキサーを選択できる。

A-2

浚渫土、掘削土改良工の手順を以下に示す。
<準備工>
1)対象土をサンプリングし、物性・配合試験を実施して、目標強度に対する添加量を決定する。
2)決定添加量で改良した改良土に対して土壌環境基準を満足することを確認する。
<本工事>
1)バックホウまたは専用ミキサーを用いてFTマッドキラーを混合し改良する。
2)改良土を有効利用地へ運搬する。
3)盛土位置で撒きだし、敷均・転圧を行う。
<施工管理>
1)コーン貫入試験等で目標強度を確認する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

自社歩掛り　(国交省土木工事積算基準準拠）
①FTマッドキラー材料単価：富士市より50km以内　荷姿フレコンの場合 13,000 円/t （運送距離、荷姿により異なる 要見積）
・標準的な土質、含水比に対し添加量は50～300kg/㎥程度。
②専用ミキサーによる改良工：必要日処理量により改良機、サイロ棟の設備が異なる。
・対象土量は5,000㎥程度以上が適当で、それ以下では割高となる。
・数量が少ない場合には、バックホウ撹拌により改良が可能であるが、粉塵が発生するため施工条件を確認する必要がある。

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（パンフレット・技術資料）

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1346

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

特許番号 4472048(その他９
実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

県産品としての活用の促進

別添資料

別添資料

バックホウ混合の場合
　1)降雨、地下水の浸入に十分注意する。
　2)防塵マスク、メガネ等防護処置、粉塵対策が必要である。
　3)フレコン（材料の荷姿）は、降雨等に濡れぬよう十分注意する。
ほぐし土量に対して、処理土は土質及び添加量の条件により1.0～1.2倍程度の土量となる。

（適用できる条件）
1）現場条件：狭所な現場でも瞬時に改良が可能であるため、処理直後の搬送が可能である。
2）自然条件：砂質土、粘性土、有機質土などのあらゆる土質に適用可能である。
3）関係法令等：土壌環境基準、土壌汚染対策法(水質汚濁防止法)、建設発生土利用技術マニュアル
4）適用範囲：改良強度は配合量により調整可能。改良土は建設発生土第2種～4種に利用可能。

1)粘性土、砂質土、腐植土等すべての土質に対応可能である。改良土は魚類・植物への環境にやさしい。
2)養生時間無しに目標強度を得られる。ただし養生時間が取れる場合には配合量を減じることができる。
3)現場/室内の強度比はバックホウ、専用ミキサーによる混合とも1.0とする。
4)強度試験は、コーン試験、３軸試験を基本とする。
5)対象土の含水比を下げておくと配合量を減じることができる。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 FTマッドキラー工法

A-3

（適用できない条件）
構造物基礎等、高い改良強度が要求される改良。地下水位以下の施工。
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実績件数 公共機関： 149件 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県
沼津土木事務所

1999/07
～
2002/03

静岡県
静岡市

2005/05
～
2005/12

静岡県
富士農林事務所

2008/11
～
2009/03

国土交通省
関東地方整備局
荒川下流河川事務所

2009/01
～
2009/03

首都高速道路公団
東京建設局建設第一部
池袋工事事務所

2002/03
～
2005/02

阪神高速道路公団
京都建設部
桃山工事事務所

2002/02
～
2004/01

東京メトロ
13号線渋谷工事事務所

2003/11
～
2006/04

東京メトロ
13号線渋谷工事事務所

2003/11
～
2006/04

長野県
諏訪建設事務所

2003/03
～
2008/09

千葉県
御宿町
勝浦市

2010/02
～
2010/03

SJ62工区(2)トンネル(その2)工事

横大路第1工区(その1)下部工事

平成11年度狩野川西部(一般)流域
下水道事業西部幹線管渠工事

平成16年度下水道課第112号　中島
処理区服織1号幹線下水道築造その
1工事（阿部川シールド)

(第11029号)平成20年度防災ダム大
倉川地区浚渫3工事

荒川下流管内土壌改良工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 FTマッドキラー工法

工　事　名

岩和田漁港漁村再生事業工事、和田漁
港維持管理工事、勝浦東部漁港水域環
境保全対策工事、施工数量3漁港

平成14年度国補河川浄化工事(一)諏訪湖
(2)(4)(6)(7)(8)(10)(12)(14)(15)、
平成15年度　同上　(1)(2)(3)(4)(5)(8)、
平成16年度　同上　(3)(4)(5)(6)(7)(8)(9)、
平成17年度　同上　(2)(3)(4)(5)、
平成18年度　同上　(8)(9)(10)(11)(12)　　他

東京メトロ13号線戸山工区土木工事

東京メトロ13号線千駄ヶ谷工区土木
工事

18件

CORINS登録No.
１０４１－３８３６T

１０８０－６８９２X

１０８０－２５０７Q

１１３２－５５９３T



登録No. 1346

写真－５　処理土諏訪湖湖岸盛土利用 写真－６　河川浚渫土処理施工状況

写真－３　田底土盛土施工状況 写真－４　校庭盛土施工状況

写真－１　FTマッドキラー工法設備全景 写真－２　専用ミキサー状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 FTマッドキラー工法

A-5


